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Mycoplasma gallisepticum (M G )は鳥類由来マイコプラズマの代表的な一種で，鶏と七面鳥の呼吸
器性マイコプラズマ病 Cavianrespiratory mycoplasmosis)の病原体としてよく知られている 2，9，13，30)。
鶏の呼吸器性マイコプラス:-"病はMGが一次的原因となって起乙る疾病ではあるが，その重篤度の度合
いは二次感染菌の有無lζ左右されるものとされている 9，12，13，19，30)。
MG感染症の予防・治療は，一部では免疫学的方法すなわちワクチンが開発されつつある 1，10，22，27，30)も
のの，現在なお一般には鶏の飼養管理や環境衛生の整備，あるいは化学療法剤K依存せざるをえないのが
実状である。
MGと化学療法剤，とくに坑生物質との関係はきわめて重要な問題である。それらの抗生物質について
は，鶏の呼吸器性マイコプラス:--"病に限らず他のマイコプラスマ感染症の予防や治療に大きな貢献をして
きた反白，耐性菌の出現という宿命的かっ困難な問題が必然的lζ起とっている事は，一般の細菌感染症に
おけると同様であるり7，18，21，28)。
MG についても，種々の抗生物質その他の化学療法剤に対するin.vitroにおける感受性に関し，またそ
のinvivoでの予防治療効果lζ関しでも多数の報告がなされて来た←7，14，15，却 21，29)。
松井ら(1966 ) 12，13)は， 1962 -1964年の間にわが国で分離された 6株のMGについて 25種の薬剤l
lζ関する仇 vitroでの感受性を調べた。その結果それら全菌株とも spiramycIn(S PM)および:tylosin
(T S)に対し高い感受性を示す事を報告した。また NEWNHAMおよびCHU( 1965) 18)もイギリスとア
メリカで分離された20株のMGについて検討し，同様な成績を得たと述べた。
その後国安ら山 11)は， 1969年l乙種鶏および死ごもり卵から分離された'lJ株のMGについて， S PMと
TSI乙対するinvitroでの，またそれらのうちの l株についてはヒナの実験感染における ，nv，voでの感
染阻止効果を検討した。そして，これらの供試菌株においては松井ら(1966)， NEWNHAMおよび CHU
T現:家畜衛生試験場北海道支場，札幌市羊ケ丘4(⑦061-01) 
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(1965)の成績に比べて，特に SPMおよびTSIζ対する耐性が， 1，000 - 10，000倍高くなっている
事を示した。また，彼らは同時に invivoにおいてもそれらの耐性MG株による鶏実験感染に対し上記薬
剤による感染阻止が困難である事を指摘し，以上の現象は，わが国において過去数年間に， S PMとTS
が野外で多用されて来た為であろうと考察した。
また， 1971年高橋ら加も野外鶏および卵由来の 40株のMGについて種々の抗生物質に対するinvitro 
での感受性を調べ，マクロライド系薬剤l乙対するMG株の耐性化が進んでいる事を指摘した。
以上の事l乙関連して，すでに GRIFFINら5)も鶏のマイコプラズマ感染症に対する予防・治療には，薬剤j
の耐性獲得の面から使用薬剤を変える必要があると指摘した。
そこで本実験では，以上の事を背景として 1969- 1971年の聞にわが国の各地で分離された85株およ
び参考菌株4株のMGについて，主要抗生剤 5剤すなわちTS，SPM， SPCT， TCおよびCPIζ対
する初 vitroでの感受性を調べた。そして，それらMG株の薬剤耐性度とその分布を明らかにし，その成
績を従来の報告のそれと比較検討し今後のMG感染症の防渇l己資する事を目的として，以下l乙述べる実
験を行った。
材料と方法
供託菌株:供試菌株は，農林水産省家畜衛生試験場，国安の下に収集された成鶏および死乙、もり卵由来
の85株と参考菌株4株のMGである。乙れらの供試菌85株は Table11乙示した通り， 1969-1971年に分
離され，分離地域別に分類されている。
参考菌株の由来については下記のとおりである。
菌株KP-13:1962年，佐藤ら23)により神奈川県の成鶏から分離された。
Group 
of 
strains' 
Group 1 
Group 2 
Group 3 
Group 4 
Table 1. Group and origin of M. gallisepticum strains examined 
Source Number of strains 
Pipped eggs材 inYokohama 25{ 
Pipped eggs判 inSagamihara 
13王
Pipped eggs in Tochigi 
6-[ 
Adult chickens 
in Saga 
4 -
2 --
1 ---
Pipped eggs 
}27-[ 
17---' '-- 1ー ーー
7 -，
2一寸
Date 
of 
ongm 
1969 
1970 
1969 
1970 
1969 
1970 
1969 
1971 
Group 5 Adult chickens in 
Shizuoka 
Aichi 
Chiba 1卜ー14 一一一一ーーーーーー 1969 
unknown 4ー」
* Derived from medicated flocks. 
* Dipped in tylosin solution before incubation. 
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菌株 1R F : 1965年，佐藤らにより大分県の中雛から分離されたは川，22)。
菌株SP -23 G :国安ら11)Iζより菌株KP-13をSPM加培地で23代継代されたもの。
菌株TS -18 G :国安ら11)Iζより菌株KP -13をTS加培地で 18代継代されたもの。
供鼠薬剤:下記の薬剤を用いた。全薬剤とも作用機序はタンパク合成阻害である。
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tylosin (T S) :動物用タイロシン 200，注射液， Lot No. 0020， 200mg力価/ml，武田薬品工業。
spiramycin (S P M) :動物用スピラマイシン注射液，協和 50，Lot No. SPL 137Bl， 50mg力価/ml.
協和醗酵。
spectinomycin dihydrochloride pentahydrate (S P C T) : Code 68250， Lot N o.8122101， 
670mg力価/mg(製剤1])， Abbo悦 Lab.，Chicago. 
tetracycIine hydrochloride (T C) : 1 mg力価/mg，武田薬品工業。
chloramphenicol (C P) : Lot No. 953a， 1 mg力価/mg，三共。
薬剤希釈方法:各薬剤jの希釈系列は.half log. method叫により行った。各薬剤を秤量し，滅菌精製
水を用いてそれぞれ 1，∞0唱力価/mll乙調製した。ただし， CPは水IL不砲な為，精製水のかわりにdimethyl
sulfoxideを用いた。次にこれらの所定濃度の各薬剤溶液を滅菌精製水を用いて 10倍希釈列を調製した。
次いで，各薬剤の 1，000勾 /ml溶液と滅菌精製水を， 3: 7の比に加えて制 μg力価/mlの希釈液とし，
さらにその10倍希釈列を調製した。乙のようにして，各薬剤について2系列の希釈液を準備した。
各薬剤の希釈液は，薬剤の効力持続時聞を考慮して培地への菌接種直前に調製し，試験系全量に対し薬
剤希釈液を 10%の割合になるように加え，最終濃度がそれぞれ 100，30， 10， 3， 1， 0.3，および0.1
μg力価/mlになるよう調製し，実験K供した。
すなわち，試験系の実際としては， 1小試験管当り培地1.6 ml，所定の供試薬剤希釈液0.2ml及び供試
菌液(各菌株の発育程度をCCUで、同ーにそろえたもの) 0.2 mlを加えた。
培地出16):MGの継代，元培養および薬剤感受性試験のための培地としては，ニワトリ PPLO培地(
栄研，ペニシリン無添加)を用いた。
最小発育阻止漫度の測定 8，20，昂)今回の実験では，液体培地希釈法(broth dilution method)により
測定した。
接種菌としては，前述の液体培地IC各供試菌株を接種し， 370Cで24-48時間培養したものを用いた。
乙の際，接種菌の発育程度はCCU( color changing unit)によって，概ね同一になるようにそろえた。そ
の菌数は概略 105CFU /mlで、あった問。
以上の試験系(培地，薬剤，菌)は 370Cで5日間好気性培養を行った。結果の観察は培養後それぞれ1，
3および5日lζ行った。ただし TCについては，薬剤力価の低下が早いので培養1および 2日後に結果を観察
した。その際，菌発育の有無の判定lとはMG発育による培地の黄変，ならびに本黄変培地から寒天平板培
地への移植・培養によるMG集落の発育等の有無を指標とした。そして発育阻止がみられた薬剤lの最低濃
度を最小発育阻止濃度(minimum inhibitory concentration: MIC)とした。
なお，乙れらの実験は2および3回繰り返して行い，その平均値を求めた。
成 績
I )第 l群菌のMIC:第 1群の各菌株どとの各薬剤についてのMICパターンは， Table 2a IC示すと
おりである。 TSについてみると 76須の菌株が 10μg力価/ml(以下"力価"は省略)Iζ， 20%の菌
株が30μg/mIlC，そして残り 4%の菌株が3μg/mlを示した。 SPMについては， 100第の菌株が
100噌 /ml以上を示した。 SPCTについては， 80 %の菌株が 10μg/mllζ， 16 %の菌株が3μg/ml
!L，そして残り 4%の菌株が30μg/m1を示した。 TCについては， 84%の菌株が lμg/mHr.， 12 %の菌
株がO.3μg /mIK，そして残り 4%が3μg/mlを示した。 CPについては， 80 %の菌株が 10μg/ml
Ir.， 12 %の菌株が3勾 /mllζ，そして残り 8%の菌株が30μ.g/mlを示した。
Table 2alC示した菌株のうち，菌株325，334， 338， 645および682は，いずれもTSによるMICは，
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30μ.g /mlという高い値を示した。
また，乙れらの成績を各薬剤ζ とに濃度別のMICfC占める第 1群菌株数の割合をまとめるとTable2b 
l乙示したとおりである。
STRAINS 
ANTIBIOTICS 
Concentration 
TSt SPM 
Table 2a. Distribution and pattern of antibiotic sensitivity* in vitro of group 1 strains. 
TC CP SPCT 
0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 Group and Number (lJg/ml) 
く0.10.3 3 30100くく0.10.33 30100くく0.10.33 30100くく0.10.3 3 30100く 0.10.3 3 30100く一 一.・・ 1 ・・ I ・・ 1 ・| • 
• 
• 
• 
• 
Strain 325*・
GROUP 1 -• 334 
25 STRAINS -• 
338 ?
•• ? ? ?
FROM 
PIPPED EGGS 
IN 
YOKOHAMA 645 
1969. 1970 682 
76 
Percent in number of strains (25) 20 12 12 
? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
??
?
???
」
? ?
? ? ?
? ?
• 
• -• •• 
• 
• 
• ••••• 
100 80 
16 
. • 
• • ••••• 
• 
• . . . • • • ? ? ? ? ? ? ? ?. • •••• 
-• -• 
80 
‘Minimum inhibitory concentration (ug/mO間 vitro01' antlbiotics 10 M gallisepticum. t Refer 10 maierials and method，s * Strain問P問 sentedaberrant pattern of sensitivity 
Table 2b. Distribution of minimum inhibitory concentration in vitro of antibiotics to group 1 strains. 
GROUP Minimum inhibitory concentration (μgfml) 
ANTIBIOTICS OF STRAINS 
く0.1 0.1 0.3 3 10 30 100 100く
TYLOSIN 4* 76 20 GROUP 1 
25 STRAINS SPIRAMYCIN 
100 
FROM 
PIPPED EGGS SPECTINOMYCIN 16 80 4 
IN 
YOKOHAMA TETRACYCLINE 12 84 4 
1969， 1970 
CHLORAMPHENICOL 12 80 8 
キ Percentin number of strains. 
2 )第2群菌のMIC:第2群の各菌株ζ との各薬剤についてのMICパターンは， Table 3aの上段に
示したとおりである。 TSについてみると， 38%の菌株が 10μ.g/ m/fζ， 31 %の菌株が3噌 /m/fζ，23
%の菌株が 30μ:g/mlfζ，そして残り 8%の菌株がO.1μ.g /ml以下を示した。すなわち，これら 92%の菌
株が 3- 30μ.g /mlの範囲内l己分布した。 SPMについては， 85%の菌株が 100μ.g/ml以上lζ，15 %の
菌株が 0.3μg/mlを示した。 SPCTについては， 46%の菌株が3μg/mtfC，38%の菌株が 10μ.g/ml 
59 
IC，そして 8%ず'つの菌株がそれぞれ3暗 /mlおよび30唱 /mlを示した。すなわち，乙れら 84%の菌
株3- 10 lIg /mlの範囲内に分布した。 TCについては， 77 %の菌株が 1崎/mllC，そして残りお%の
菌株が3μ.g/mlを示した。 CPについては， 62 %の菌株が 10μg/mllζ，23 %の菌株が30勾 /mllC，
そして残り 15%の菌株が3μ.g/mlを示した。菌株373は， TS によるMICはO.1噌 /ml以下という低
い値を示した。
また，乙れらの成績を各薬剤ごとに濃度別のM 1 CIζ占める第2群中の菌株数の割合をまとめるとTable
3b IC示したとおりである。
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ANTIBIOTICS TS SPM SPCT Tで CP
Concentr副田川 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 
(pg/mll <且1O.J J JO 100< <0.1 03 J JO 100<<0.1 03 J JO 100くく0.1O.J J JO 100< <0.1 O.J JJO 100< 
一一一寸
~" n ~ 
J8 2J 2J 
Tab1e 3a. Distribution and pattem of antibiotie sensitivity牟invitro of group 2 and 3 strains， 
STRAINS 
Group and Number 
. 
• 
• . 
• 
• . 
一一一一一J8 
Jl 
2J 
Strain 373"'* 
亘且且ll.!'_l_
IJ STRAINS 
FROM 
PIPPEDEGGS 
IN 
SAGAMIHARA 
1969.1970 
Percent in number of柑 ains(13) 15 
. 
• 
• 
• 
• 
•••••• 
• -••• • 
. . 
• ・100
• . Strain A-4T・
亘ROUPJ 
6 STRAINS 
FROM 
PIPPED EGGS 
lN 
TOCHIGI 
1969.1970 
事Minimuminhibitory concentration (p.f，J町内in)1;170 of antibioti回 10M. gallisepticum 
•• Strain repre鱒ntedaberrant pattem of担叫伽Ity.
Tab1e 3b. Distribution of minimum inhibitory concentration in vitro of antibiotics to group 2 strains. 
Minimum inhibitory concentration (p.g!m/) 
ANT1BIOTICS 
GROUP 
100< 100 30 10 3 0.3 0.1 <0.1 OF STRAINS 
23 38 31 8* TYLOSIN 
GR盟旦i
85 15 SPIRAMYCIN 13 STRAINS 
FROM 
8 38 46 8 SPECfINOMYCIN PIPPED EGGS 
IN 
TETRACYCLINE SAGAMIHARA 23 77 
1969， 1970 
23 62 15 CHLORAMPHENICOL 
市 Percentin number of str田ns.
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3 )第S群薗のMIC:第3群の各菌株どとの各薬剤についてのMICパターンは， Table 3aの下段iζ
示したとおりである。第3群は，菌株総数が少ない為各薬剤jのM1 CIC占める割合は求めなかった。菌株
A-4Tは， TS について 100略 /ml，C P について 100崎 /mlという高い値を示した。他の菌株のM
1 Cパターンは，第2群菌と概ね同様であった。
ただし， Table臼.b およびFig.lの第 1-5群全菌株に関する成績の総括の項には，それらの菌株に
ついての成績も含めて示した。
4 )第4群酋のMIC:第4群の各菌株どとの各薬剤についてのMICパターンは Table4a IC示した
とおりである。 TSについてみると， 30%の菌株が30崎 /mIlC，26 %の菌株が3μg，/mllζ，15%の菌
株が 10μg/mIlC， 1 %の菌株が0.1噌 /ml以下IC，7 ~ぢずつの菌株が O目 3 崎 /mlおよび 1μg/ml lC，
そして残り 4%の菌株が100μg/mlを示した。 SPMについては， 30%ずつの菌株がそれぞ、れ1勾 /ml
および 100μ:g/ml以上に， 11 %ずつの菌株が3噌 /mlおよび 100μ，g/mIlC， 7 %ずつの菌株が0.3暗
/mlおよび30崎 /mllζ，そして残り 4%の菌株が 10μg/mlを示した。 SPCTについては， 59%の菌
株が 10ug /mllC， 30 %の菌株が3崎 /mllζ，そして残り 11%の菌株が30μg/mlを示した。すなわち，
100 %の菌株が3-30μg/mlの範囲内lζ分布した。 TCについては， 85 %の菌株が1噌 /mIlC，11% 
の菌株が3μg/mllC，そして残り 4%の菌株が0.3μg/mlを示した。 CPについては， 63%の菌株が30
噌 /mIIC，33%の菌株が10崎 /mllζ，そして残り 4%の菌株が 100ILg/mlを示した。成鶏から分離され
た菌株のうちS-6T， S-7SおよびS-8Tはいずれも， TS によるMICは0.1μ:g/ml以下とい
う低い値を示した。一方，死ごもり卵から分離されたS-15 Pは， TSおよびCPのMICについて 100
崎 /mlという高い値を示した。
また，乙れらの成績を各薬剤ごとに濃度別のM1 CI乙占める第4群菌株数の割合をまとめるとTab1e4b 
lζ示したとおりである。
Tab!e4伯a.Di包st仕r巾 u凶tio叩nandpa祇副t仕t旬e町rnoぱfa叩ntib悩io侃tiおcs鴎e阻nsit住iv向i討ty戸*iJ初nvitro 0ぱfgroup 4 strains. 
ANTlBIOTICS TS SPM SPCT TC CP STRAINS Con旬 ntration 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 Group and Number 
加g/mI) <0.1 0.3 3 30 100< <0.1 0.3 3 30 100<<0.1 0.3 3 30 100<<0.1 0.3 3 30 100< <0.1 0.3 3 30 100< 一 「ヲ• . . . . . . 
FROM . . . . . . 
ADULT CHICKENS . • S.7S . . . S-8T . GR旦UP4 . 
• . . . . . . 
27 STRAINS . . . • . . . • . 
• • IN S-15P . . • . • . . • . SAGA . . . . . 
FROM . . . 
• . . • 1969.1971 . . . . PIPPED EGGS . . . . . . . . . . 
• . . . . . 
竺Si___L~ . . . • . 
26 30 30 30 59 85 63 Percent in number of strains (27) 11 7 15 11 11 
30 1I 33 7 7 4 1 1 
* Minimum inhihitory concentration (pv，!rnl) in ~'itro of antibiotics to M galli$epticum. 
•• Strain r.叩血盟ntedaberrant開tternof町四itivity
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Table 4b. Distribution of minimum inhibitory concentration in vitro o
f antibiotics to group 4 strains. 
GROUP 
OF STRAI:-IS 
ANTIBIOTICS 
Minimum inhibitory concentration (μ音Iml)
<0.1 0.1 0.3. 3. W 30 100 10tK 
GROUP 4 
27 STRAINS 
TYLOSIN 11* 7 7 26 15 3
0 
FROM SPIRAMYCIN 7 30 11 
4 7 
ADULT CHICKENS 
SPECTINOMYCIN 30 59 11
 
& PIPPED EGGS 
IN TETRACYCLlNE 
4 85 11 
SAGA CHLORAMPHENICOL 63 33 
1969， 1971 
* Percent in number of strains. 
4 
11 30 
4 
5 )第 5群菌のMIC:第5群Kは，それぞれ分離地域を異にし，かっ地域別
菌株数の少ない菌株を
集めた。それら菌株の分離地域の内訳については，実験材料としての供試
菌株の項 (Table1)ならびに
Table 5aの上段に示したとおりである。本群菌についての各菌株乙、との
各薬剤jについてのMICパター
ンは， Table 5aの上段に示した。 TSについてみると， 36%の菌株が0.
1ug /ml以下に， 29%の菌株
が3μg/mllr，14%すつの菌株が10μg/mlおよび 30μg/mll乙，そして残
り 7%の菌株が0.3μg/mlを
示した。 SPMについては， 30 須の菌株が lμg/ m/i乙， 215ぢす、つの菌
株が 100μg/mlおよび 100μg/
ml以上l乙，そして 14勿ずつの菌株がそれぞれO.3μg/mlおよび 3μg/m
lを示した。 SPCTについて
は， 72%の菌株が 10崎 /m/l乙，そして 14%ず、つの菌株がそれぞれ3μ
g/mlおよび 30μg/mlを示し
た。 TCについては， 100%の菌株が1μg/mlを示した。 CPについては，
57 %の菌株が 30μg/mHr， 
Table 5a. Distribution and pattern of antibiotic sensitivity* in vitro of
 group 5 st凶 n".
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REFERENCE STRAINS 
KP-13: Chicken in Kanagawa， Sato et al.， 1962 
I RF: Chicken in Oita， Sato el al. 1965 
SP-23G: passed 23 generat柏町 inSpiramycin 
TS-18G: passed 18 generations in Tylosin 
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Table 5b. Distribution of minimum inhibitory concentration in vitro of antibiotics to group 5 strains 
Minimum inhibitory concentration (μg/ml) ANTIBIOTICS 
GROVP 
OF STRAINS <0.1 0.1 0.3 3- 10 30 100 100く
GROUP 5 
MISCELLANEOUS 
14 STRAINS 
1969 
TYLOSIN 36* 
SPIRAMYCIN 
SPECTINOMYCIN 
TETRACYCLINE 
CHLORAMPHENICOL 
* Percent in number of strains. 
7 29 14 14 
14 30 14 21 21 
14 72 14 
100 
43 57 
そして 43%の菌株が 10μ.g/mlを示した。静岡県由来菌株のうち 4632S. 愛知県由来菌株Aichi1 Tと
3Tおよび不明地域由来菌株のうち菌株6は，いずれもTSとSPMの両薬剤lに対するMICは低かった。また，これらの成績を各薬剤lごとに濃度別のM 1 Ciζ占める第5群菌株数の割合を総括するとTable5b 
lζ示したとおりである。
6 )参考菌株のMIC:参考菌株の各菌株どとの各薬剤についてのMICパターンは， Table 5aの下段
IL示したとおりである。 TSについてみると. K P ~ 13および 1RF両菌株共にMICは0.1μg/ml以
下であり，一方 SP ~ 23Gおよび T Sー 18G株についてのMICは共に 1μcg/mlで、あった。 SPMで
はそれぞれ前者が lμg/ml.後者が 100μ.g/ml以上で=あった。他の薬剤すなわち SPCT. TCおよび
CP についてのMICパターンは，他の菌群のMICパターンと概ね同様であった。
Table 6a. Comparison and summary of distribution and p紅 ternof antibiotic sensitivity* in vitro of group 1-5 strains 
Group Number TS SPM SPCT TC CP of Source of 0.1 *ホ 110100 0.1 I 10 100 0.1 I 10 100 0.1 1 10 100 0.1 1 10 100 strams strains <0.1 0.3 3 30 100< <0.1 0.3 3 30 100く く0.10.3 3 30 100く <0.10.3 3 30 100< <0.1 0.3 3 30 100< 
Pipped eggs 76'事事 100 80 84 80 Group 1 ln 25 20 16 12 12 Yokohama 
Pipped eggs 38 85 46 77 62 Group 2 ln 13 31 38 23 23 Sagamihara 23 15 
8 8 15 一一一一下一一一
Pipped eggs 66 83 100 66 49 Group 3 ln 
17 Tochigi 17 17 17 17 17 17 17 
Adult chickens 30 30 30 59 85 63 & pipped eggs 26 1 11 30 
1! Group 4 m 27 11 7 15 1! 33 Saga 
Adult chickens 30 21 72 100 57 Group 5 . i，n，S.hi:~~ka 14 36 29 21 
43 Aichi， Chiba， 14 14 14 unknown 7 14 14 14 
39 
14 62 67 85 55 Tota! 21 24 
36 85 
1 19 7 7 group 1-5 
4 
4 2 
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"'" Concentration of且ntihiotics(噌1m/) ホホ* Percent in number of slraIns. 
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Table 6b. Distribution of minirnum inhibitory concentration in vitro of antibiotics to group 1 -5 str剖ns.
GROUP Minimum inhibitory concentra錨on(μg/mJ) 
ANTIBIOTICS 
OF STRAINS <0.1 0.1 0.3 l 2 1(} 3(} 100 100く
TYIβSIN 11* 4 4 19 39 21 2 
SPIRAMYCIN 7 14 7 2 7 62 
TOTAL 
SPECTlNOMYCIN 24 67 8 
GROUP 1-5 
TETRACYCLlNE 6 85 9 
CHLORAMPHENICOL 7 55 36 2 
本 Percentin number of strains 
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100 
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Fig. 1. Summarized results of minimum inhibitory concentration in vitro of antibiotics to 85 strains 
belonging to group 1-5 of M. gallisepticum. 
以上にのべた第 1-5各菌群別の各薬剤についてのMIC分布とそのパターンの比較，ならびに第 1-
5全菌群についてのそれらの成績の総括は， Table 6a!ζ示した。また第 1-5全菌群の各薬剤ごとのMI
C分布についての成績の総括は， Table 6bおよび Fig.1に示した。
それら供試全菌群の総括成績から，次の事が認められた。すなわち，供試菌株の各薬剤別感受性につい
てみると， TS については約 80%の菌株が 3-30堵 /ml，SPM については約70%の菌株が100または
100 <崎/ml，SPCT については約 90%の菌株が3- 10唱 /ml，TC については 94 %の菌株が l
-3μg/ml，そしてCPについては約 90%の菌株が 10-30μg/mlのそれぞれMIC値を示した。
考察
今回の供試菌株は，国内各地の投薬養鶏場のMG感染鶏または死どもり卵から， 1969 -71年に分離送
付された 85株で，一般MG株のMIC分布調査を目的lζ無作為抽出されたものではなく，由来鶏群の投
薬歴・地域・株数などにやや偏りがみられ，また解卵前l乙TS浸漬された死ごもり卵由来の38株
(45 %)も含まれた点は注意を要する。
第 1群菌l乙対する各薬剤のMICは一般にその分布域 (MIC range)が極めて狭い傾向が認められ
る。いずれの薬剤においてもMICはそれぞれ3濃度以内に集中しており，本群菌の各薬剤l別のM 1 C!L: 
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は高度の均一性が認められる。特にSPMのMICについてみると，全菌株において 100ILg /ml以上に
集中し，本群菌には高度の耐性が認められる。またその他の3剤すなわちTS，SPCTおよびCPのM
1 Cは，いずれも約80%の菌株K対し同ーの 10唱 /mlの薬剤濃度に集中している事が知られる。一方，
TCのMICはこれら 3剤と異なり，そのMICは比較的低く 1崎 /mllζ本群菌の84%カ喋中している。
第2群菌においては，各薬剤のMICはそれぞれ 1濃度を中心とし，その前後の薬剤濃度に 90%近い
菌株が集中している。菌株373は，他の菌株と比較してTSとSPMの両薬剤IC低いMICを示している
のが興味深い。それら 2剤のMIC値は参考菌株の KP -13株およびlRF株についてのMICと同程
度の高度感受性蘭であった。
第1および2群菌の各薬剤におけるMICは狭い薬剤濃度IC比較的集中している。そして，菌株が集中
しているMICは， NEWNHAMとCHU(1965 )18)および松井ら(1966 )12，日}の成績よりも高くなってお
り，特ICTSおよびSPMのMICはおよそ 1，000倍程度高い事が注目される。
第3群薗のMICパターンは第 1および2群菌と概ね同様でtあった。以上の第 1-3菌群は，分離地域
が関東地区であり距離的に互いに近い為，乙れらのMICパターンが類似したものと推察される。
ただし，第3群菌中のA-4T株についてはTSおよびCPのMICは，両剤共lζ高度耐性 100勾 /ml
を示した。
第4群菌は，佐賀県において分離された菌株でその由来は成鶏および死ごもり卵IC2大別される。しか
し，それら由来を異iとする 2群聞のMICパターンには大きな差は認められなかった。一方，乙の菌群の
TSおよびSPMについてのMICパターンは第 1-3群菌の同薬剤に対するMICパターンとは全く異
なる傾向を示している。
第 1-5群菌全菌株についての各薬剤lのM1 CIζ占める菌株数の割合をまとめた Table6a， bおよび
Fig.lからわかるように， TSおよびSPMについてのMIC分布をみると第 1および2群菌におけるM
1 Cは，それぞれ狭い範囲に 90%前後の株が集中している。それに反し，第4群菌におけるTSのMIC 
は<0.1 -100噌 /mlの広い範囲に分布し， 30%以下の割合で菌株数は各濃度IC分散している。また，
同群菌に対する SPMのMICは0.3-100唱 /ml以上という広い範囲で同様に分散している。
第4群菌では， SPCT， TCおよびCPのMICは，第 1-3群菌と同程度のMICに集中している。
第4群菌(佐賀県由来)と，第 1-3群菌(関東由来)におけるTSとSPMのMICについてみると，
それらの問で距離的に大きなひらきがあり，菌株の分離地域によって薬剤感受性の異なる事が示唆される。
乙れは，地域によって鶏のマイコプラズマ感染症の予防治療に対する使用薬剤の種類や量などがさほど異
なるとは思われないので，今後その理由について検討する必要があろう。
一方，死どもり卵由来の菌株のうちS-15 P株については， TSならびにCPのMICは共に 100崎
/mlという高い数値を示した。
本菌株と第3群のA-4T株IL限っては， TSとCPのMICは共に 100勾 /mlであった。 しかし，
今回の実験に用いられた他の菌株についてみると必ずしも乙のような傾向はみられず， TCとCPの聞に
交差耐性があるとは断定できない。
第5群菌は，分離地域を異にする少数株を一括したもので，本群の特徴としてはTSのMICが比較的
低いものが多く， 36 %の菌株がO.1μ:g/ml 以下を示し，愛知県由来の2株は共に 0.1.μg/ml以下であ
った。本菌群も前述の佐賀県由来の第4群菌と同様にTSおよびSPMのMICは，一定濃度に集中せず
広範囲に分散する傾向がみられた。
Table 6alC示したとおり，全菌群を通してみると， TS については各菌群とも 60-100 %の菌株が3
-30崎 /mlの範囲に集中しており，全菌株の総計では約80%の菌株がその範囲を占めている。 また，
第1群菌を除いて 8-36 %の菌株が<0.1μg/mlを示し，全菌株総計では 11%の菌株が本MIC値を
示した。 TSのMICの分散の幅は<0目1-100μ:g/mlの広い範囲にわたーっており，特lζ第4および 5
群菌においては乙の傾向が著明である。全菌株85株のMICと菌株数の関係(割合)をまとめた Fig.1 
をみると，乙の事がより一層明白である。
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SPMについてのMICは，第 4および5群菌についてみると， 1 ug /mlおよび 100または 100<噌
/ml 以上の2点を中心としてほぼ30-40%の菌株が集中している事が注目される。供試全菌株lζ対して
のSPMのMICは， 62%の菌株で 100ug /ml 以上の値が認められた。しかし，第4および5群菌では
SPMのMICはTSについてと同様に広い範囲IC.分散している。
Tab1e 6aからわかるように，第 1および2群菌についてのTSおよびSPMのMIC値はほぼ1濃度
IC.集中しており，乙れに反し第4および第5群菌におけるそれは幅広く分散している。乙の点において，
それら両菌群の成績の聞には大きな差がみられる。しかし，前述のように前者も後者も両薬剤についての
MICの上限は同様である。ただし 100唱 /ml以上でのMICは測定されていないので正確には"上限"
という表現は妥当でないが，乙乙では一応乙のように表現する乙とにした。
今回の実験成績においては，死ごもり卵由来株IC.対するTSのMIC値は，それらの菌株が由来した卵
の勝卵前TS浸漬の有無に影響されない事が示唆された。
参考菌株のSP -23 G株およびTS-18 G株に対するTSおよびSPMのMICが全く同じである乙
とを考え合わせると， TSとSPMの聞に交差耐性の存在が推定される。
SPCT については， MICの3-30噌 /mlの範囲中に殆ど全群の菌株が集中し， M 1 Cの幅は 1-30 
μg /mlと狭い。なお， S P CTは一部で注目されている最近の抗生剤で，本剤についての今回の供試菌株
の成績と，片江ら(1974 )6) ，および今回用いた参考菌株 (1R FおよびKP -13)についての成績とを
比較すると，それらのMICの聞に大きな差は認められなかった。
一方，最近GOREN4)がTSとSPCT閣の交差耐性について報告しているが，今回の実験では供試菌株
数が少なく，またこの点についての詳細は末検討である。しかし，今回の実験成績からは， TSとSPCT
の交差耐性を推定させる明確な事例は得られていない。
TC については，各菌群いずれにおいても 85-100労の菌株のMICが1得 /mllL集中し，各群菌の総
計でも 85%の株が本濃度に集中している。またそれらのMICの幅も 0.3-3噌 /mlと狭い。参考菌株
についてのTCのMICは概ね同様で，以前の NEWNHAMとCHU18)および松井ら 12，13】の成績と比較し
ても同様のMIC値で，本薬剤の耐性は殆ど増加していない事が知られた。
CP については，いずれの菌群でも 84-965ぢの菌株がM1 C 10-30崎 /mlの薬剤i濃度に集中した。
第1-5群全体では 91%の菌株が本濃度に集中し，そのMICは3-100岨 /mlと幅広く分散している。
参考菌株についてのCPのMICは概ね同様で NEWNHAMとCHU18)および松井ら 1丸山の成績と比較し
でも大差ないといえる。
一般に， TC系抗生物質と CP聞には交差耐性が成立するといわれている問。今回の実験で両薬剤のM
1 Cパターンが類似しており，限られた範囲のM1 CIζ菌株の90%近くが集中している。乙の点からも
TCとCPの聞に交差耐性の存在が考えられる。しかし，乙の交差耐性の程度は一般に平行的なものでな
く，一方の薬剤に何倍か耐性になると他方の薬剤lζ対しでも同時に耐性になるといったいわば定性的なも
のといわれているが，今回の実験成績からは乙の点に関して明白な考察はできなかった。
以上の事から，今回の供試菌株についての成績と 1965年の NEWNHAMとCHU18)および 1966年の松井
ら12，13)の成績，また本実験における参考菌株 (1R FおよびKP一13)の成績とを比較してみると， S PC T， 
TCおよびCPについては数倍程度のMIC値の増加がみられるのみで，特lζ大きな差異があるとは恩わ
れなし、。しかし， T SおよびSPMについては，ごく最近，国安らもその報告 11)で示唆しているように，
今回の実験成績からも以前の報告12川川仰に比べて約 1，000-10，000倍の耐性化が認められた。 同様
な事は高橋ら 26)によっても指摘されている。
このようなTSおよびSPMIζ対するMGの耐性化の理由は，わが国におけるMG感染症に対しTS
およびSPMが近年大量に使われてきた事が大きく影響しているものと考えられる。
さらにGRIFFINめが示唆しているように，最近MGの薬剤耐性度が高くなっている為，鶏呼吸器性マイ
コプラスーマ病の予防治療1:使われてしる薬物治療をやめるか，同一抗生剤の量を増すか，それとも抗生剤
の種類を変えるか，いずれかの方法を検討すべきであろう。
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要約
1969-71年Ir.，わが国各地の成鶏および死ζ もり卵から分離された 85株の且のcoplasmagalli・septicum
(MG)と参考菌株KP一13，1 R F， S P← 23 GおよびTS -18 Gの4株について，現在鶏のMG感
染症の予防治療に用いられている主要抗生剤TC，S PMおよびTSとそれに加えてCPおよびSPCT
K対する invitroでの最小発育阻止濃度 (MI C)を，液体培地希釈法 (brothdilution method)によ
り検討した。
その成績は，下記Ir.示すとおりである。
1) T S については， M I Cが 0.1μ.g/ml 以下を示す菌株が 115彰，また 3-30崎 /mlの範囲を示す
菌株が約809ぢみられた。 TSについてのMICの幅は<0.1 -100崎 /mlであった。 2) S PM につい
ては， M I Cが100噌ゐl以上を示す菌株が62%， 0.3 -3略 /mlの範囲を示す菌株が28%みられた。
そのMICの幅は 0.3-100勾 /ml以上であった。 3) S P C T については， M I C 10μ.g /mlを示す菌
株が67%みられ，そのMICの幅は 1-30μ.g /mlであった。 4) TC については， MIC 1μ'g/mlを
示す菌株が85%あり， M I Cの幅は 0.3-3μg/mlであった。 5)CP については， MI C 10-30唱/
mlを示す菌株が91%あり， M I Cの幅は 3-100μg /mlで=あった。 6)死どもり卵由来MG株において，
勝卵前lζ卵がTS液に浸漬された卵由来株と，同液非浸漬卵由来株の聞には薬剤感受性の差は認められな
かった。
以上の成績から. TSとSPMについてのMICは共に分散している事が知られ，それに対して他の薬
剤のMICは，ある一定薬剤濃度を中心に比較的集中している事が知られた。
関東と九州というように菌株の分離地域の異なる菌群間で， TSとSPMのMICパターンに差異がみら
れ，前者は一定薬剤j濃度に集中し，後者は広い範囲iζ分散する傾向がみられ，菌株の薬剤感受性l己分離地
域による若干の差異がみられた。
供試菌株のCP，TCおよびSPCTIr.対するMICは， 1965年の NEWNHAMとCHU18)および 1966年
の松井ら 12，13)の成績と比較すると，それらのMICは数倍増加していた。さらにTSとSPMについては，
最近の数年間に一部の菌株では，約 1，000-10， 000倍の耐性化が認められた。一方， TCIζ対する耐性
増加は 10倍程度であった。
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SUMMARY 
A total of 85 strains of Mycoplasma gallisepticum isolated from chickens and pipped 
eggs in various regions in Japan, 1969-71 and some reference strains of M. gallisepticum 
were examined for sensitivity in vitro of 5 antibiotics commonly used. 
The sensitivity was determined by observation of the minimum inhibitory con-
centration (MIC : tJ.g/ml) in vitro of the antibiotics to the cultures by the broth dilution 
method. 
The following results were obtained. 
I) No difference of the drug sensitivity was observed between the cultures isolated 
from pipped eggs with and without tylosin dipping before incubation. 
2) The MICs of tylosin to the cultures ranged widely from < O.I to I 00 tJ.g/ml. 
The MICs of 3-30 tJ.g/ml were observed into 80% of the cultures. 
3) The MICs of spiramycin to the cultures ranged widely from 0.3 to lOO< tJ.g/ml. 
The MICs of I 00 < JJ.g/ml to 62% and of 0.3-3 JJ.gfml into 28% of the cultures were 
observed, respectively. 
4) The MICs of spectinomycin to the cultures ranged from I to 30 tJ.g/mi. The MIC 
of 10 tJ.g/ml was observed into 67% of the cultures. 
5) The MICs of tetracycline to the cultures ranged from 0.3 to 3 tJ.g/ml. The MIC of 
I tJ.g/ml was observed into 85% of the cultures. 
6) The MICs of chloramphenicol ranged from 3 to I 00 tJ.g/ml. The MICs of I 0-30 
tJ.g/ml were observed into 91% of the cultures. 
7) Some localities of the cultures in the drug sensitivity and MIC pattern of the 
cultures were observed as being based upon the regions which the cultures originated 
from. 
According to the above mentioned results, the increased resistance approximately 
I,OOO to IO,OOO times higher than the results reported by some workers 12•18> several 
years before was confirmed in some cultures examined here to tylosin and spiramycin. 
However, such a remarkable increasing of resistance of the cultures was not observed to 
tetracycline. 
